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研究成果の概要（和文）：　ユーモア、遊び、好奇心、感性・感情表現についての研究成果が得られた。
　ユーモアについては、遊びに基盤を置く感情として位置づけ定式化を行った。また、ユーモアスタイルにおけ
る自虐的ユーモアと自己高揚的ユーモアについて、親和的ユーモアやセルフコンパッションとの関係で分析を行
った。好奇心については、視覚刺激への感情反応への影響、アナグラム課題における課題遂行への影響を分析し
た。また線画の感性・感情表現について、国際比較研究の成果を発表した。

研究成果の概要（英文）： Humor, play, curiosity, kansei-emotion expressions were studied.
 Basic features of humor were analyzed as a play based emotion. Then, self-defeating humor and 
self-enhancing humor in humor styles were analyzed in the relation with affiliative humor and 
self-compassion.As for curiosity, its effects on emotional responses to visual stimuli and the 
effects on anagram task performance were analyzed. The results of international survey on the 
kansei-emotion expression of line drawings were also published. 

研究分野： 感情心理学
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１． 研究開始当初の背景 
①感情に関する研究は不安、抑鬱、怒りなど
のネガティブ感情が中心で、喜び、好奇心、
可笑しさなどのポジティブ感情の研究は大
きく遅れていた。理論と実証がかみあう形で
ポジティブ感情に関する研究が進展したの
は 、 2000 年 代 に な っ て か ら で あ る
(Frederickson,2009; Keltner,2009)。2014 年
には、ポジティブ感情に関するハンドブック
が出版されるまでにいたった (Tugade, 
Shiota, & Kirby, 2014)。日本におけるポジテ
ィブ感情研究は、欧米に比べてかなり遅れて
いる。ポジティブ心理学との関連で簡単に言
及される程度にとどまっており、ポジティブ
感情に関する組織的な研究はまだ始まって
いない。 
②ポジティブ感情とデザインに関しては、さ
らに展開が遅れる。組織的な研究が行われる
ようになったのは、欧米でも 2010 年台にな
ってからである(Calvo & Peters, 2014)。日本
では、ポジティブ感情とデザインに関する組
織的な研究はまだ始まっていない。 
③日本では感性工学として主観的な印象や
好悪の感情などに関する知見をデザインに
適応する先駆的な試みがなされてきた。しか
し、感性工学は、測定と応用が中心で、心理
学における感情研究を参照した検討はほと
んど行われてこなかった。 
④擬人化に関する心理学的研究はピアジェ
による 1930 年代の研究にまでさかのぼるが、
近年は Mind Perception として、人工物デザ
インとの関連も含めて組織的な研究が行わ
れるようになった（Epley,2014; Wegner & 
Gray, 2016）。日本では、エージェントデザ
インとの関連に関する工学サイドからの研
究があるが、心理学における研究は少なく
（石橋,2013,2014）、工学的研究と心理学的
研究の共同はほとんど行われていない。 
 
２．研究の目的 
デザインとの連携を念頭に、ポジティブ感

情、感性、擬人化に関する心理学的研究を進
め、整備することを基本的な目標とし、以下
の三つの研究目的を追求する。 
①ポジティブ感情に関してはまだ定番の分
類はない。パンクセップは進化神経学的な観
点から七つの基本的な感情システムを提唱
している (Panksepp, 1998)。ポジティブ感
情としては、Seeking システム、Play システ
ム、Care システムの三つがあげられている。
本研究では、より基本的なポジティブ感情か
ら研究を進めていくために、まだ研究の少な
い Seeking システムと Play システムを対象
にポジティブ感情研究の基盤を築くことを
目的とする。 
②感性は、感覚刺激に対する評価反応である。
感情は出来事の認知的評価を基本としてい
るが、感覚刺激に対しても生ずる。感性と感
覚の関連を明確にするために、感覚刺激を用
いた感情反応の研究を行う。 

③Mind Perception の観点からの擬人化研究
を進め、デザインとの関連の評価研究を行う。 
 
３．研究の方法 
①Seeking システムの中心となる好奇心を対
象に、特性としての好奇心の個人差測定のツ
ールとして好奇心尺度を作成する。作成した
好奇心尺度の妥当性を検討するために、認知
的特性やウェルビーイングに関する尺度を
併用する。 
②Play システムに関しては可笑しさを遊び
として位置づけ、ユーモアに関する国際標準
の尺度となりつつあるユーモアスタイル質
問紙（吉田,2012）を用いて、下位尺度の妥
当性の検討を進める。また、成人の遊びにつ
いても、個人差を測定する尺度を作成し、
POMS などの基本的な尺度との関連や、テーマ
パーク経験といった大人の遊戯行動との関
連を分析する。 
③好奇心と可笑しさについて、それぞれ
Seeking システム、Play システムに位置づけ
て、感情としての展開を整理する。 
④好奇心や可笑しみなどの状態としての感
情について、感覚刺激を用いて反応研究を行
う。可能なら、刺激に対する反応に、個人差
や文化差がどう影響するかも研究する。 
⑤種々の人工物を刺激として用い、Mind 
Perception の観点から、擬人化反応を分析す
る。 
 
４．研究成果 
①好奇心に関しては、知的好奇心尺度を作成
し、特殊的好奇心と拡散的好奇心の二下位尺
度の基本的な妥当性の確認を行った（西川・
雨宮,2015）。知的好奇心の下位尺度について
は、アナグラム課題を用いて、Grit(西川・
奥上・西川,2015)と併せてそれぞれの妥当性
を検証した（西川・雨宮,2016）。ウェルビー
イングと関連した好奇心については、
CEI-II(Kashdan, Gallagher, Silvia, 
Winterstein, Breen, Terhar, & Steger, 
2009)の日本語版を作成し、基本的な妥当性
の確認を行った(西川・雨宮・吉津・高
山,2015)。 
②ユーモアスタイル質問紙に関しては、下位
尺度の自虐的ユーモアの位置づけに関し親
和的ユーモアとの相関に着目し、日本の結果
と欧米の結果の違いを明確にした（Amemiya & 
Yoshida,2016）。また、自己高揚ユーモアの
位置づけに関し、セルフコンパッションとの
関連を明確にした（Yoshida& Amemiya,2016）。
大人の遊戯性については、成人遊戯性尺度を
作成し、基本的な妥当性を確認し（雨
宮,2014）、大学生におけるテーマパーク経験
への影響を分析した（雨宮,2016）。 
③笑いとユーモアに関する論文および著書
（雨宮 2014,雨宮,2016）で、可笑しみを感情
としての遊びに位置づけて感情心理学の観
点からの検討を行い、可笑しみが身体レベル
から滑稽、ジョーク、（狭義の）ユーモアの



四段階にわたって展開していることを示し
た。好奇心の位置づけに関しては、現在、レ
ビュー論文を執筆中である。 
④状態としての好奇心に関しては、種々の視
覚刺激を用い、感覚刺激としての特性、認知
的評価と興味の関連について、個人特性とし
ての知的好奇心の個人差の影響を分析した
（Nishikawa&Amemiya,2016）。また線画を刺
激として用い、基本的な感情の表現としての
評価を分析し、感情表現としての評価の日本、
ギリシャ、カナダ間の文化差についても検討
した（Stamatopoulou, Cupchik, Amemiya, 
Hilscher,M,& Miyahara,2016）。 
⑤種々の人工物を用いた Mind Perecption の
観点からの擬人化の分析は、研究代表者が担
当しているゼミにおける卒業論文などにお
ける予備的な調査研究の段階にとどまった。 
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